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たわれ， まず， 京大， 阪大を初め， 関係10大学の
代表による基本的な意見交換があったのち， 具体
化のための準備委員会が京大に設けられた。 準備
委員会のメンパ はー， 京大， 阪大各4 名のほか，
他大学からも若干名が参加した。 準備委員会の任
務は， 敷地の選定と炉の型式， 規模ならび に管理









することになった。 このため， 地元， 各政党， 各
種団体等の代表者ーからなる研究用原子炉設置協議














等を報告し， 審議を受けている。 また， 原子炉の
出力増強や新設等の場合には， 政府の安全審査と
は別に， その都度， 大阪府審議会による検討 ・審
査を受けてきている。
一方， 敷地選定と並行して， 前述の専門委員会
を中心にさらに詳細な建設計画が作ら れ る と 共






















ンバーは， 所内， 所外同数ということで， 当初所
内 6名に対し， 日本学術会議推関による他大学教
授 2名， 阪大 2名， 京大（他部局 ） 2名 とされ
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た。 その後， 所内の協議員数が増えたが， 所外に
ついてどうするかは協議員会で現在検 討 中 で あ















放射線管理， その他の業 務には， 教官が責任をも









約 3 年間の運転経験を基にして， さらに冷却系設
備の増強を行ない， 最高 5 ,000 kWに出力を上昇




とを強調して， 了承を得た。 現在原子炉は， 毎週
火曜から金曜までの約 75時間連続に運転されてい






課題は， 上半期， 下半期それぞれ 60 ～70 件程度
で， 別に研究会も年間数十件が開催されている。
最近では， 共同利用のため来所する研究者数は年
間延べ 8 ,000 人・日を超えている。
研究炉を用いる実験の代表的なものは， 炉心か
ら出る中性子を外まで引き出して行なう中性子回




かしたものであるが， ビーム実験としては， 1) 
X線回折では解析困難な物質のさまざまな静的・
動的構造の解析や， 磁気的性質の解明などを可能








化分析は， 物理学， 化学， 生物学の各分野の基礎





ある。 このほか， 試料を迅速に出し入れして， 極
短寿命の放射性核 種についての測定を行なう研究
も盛んに行なわれるようになった。
以上のように， 現有の 研究用 原子炉は， 原子
力， 原子炉の研究だけではなく， むしろ， 理学，
医学， 工学， 農学等の広い範囲の基礎研究のため





(2) 臨界集合体実験装置（KUC A) 
「既製品」としての現有の研究用原子炉は， 約
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実験装置の早期実現を 強調した。 これを 受けて
実験所は， 全国の関係研究者と協議し， 大阪府審
議会， 地元の了承を得て， 臨界集合体実験装置の
計画， 設計， 建設を進め， 昭和49年 8月に完成し
た。
この装置には， 多くの研究者の研究ができるよ





になっており， 満5 年を経た今日まで， 種々の条
件に対応する安全 動作については何ら問題は起き
ていない。 これは研究炉10年 間の運転経験に基づ




的な 特性 試験に 加えて， 2号炉の ための 基礎実













な設備は， 電子線型加速器， 6oCo（コバルト－ 60)
照射装置などである。 電子線型加速旅は， 最高エ




また電子線やX線の 照射にも 用いられる。 60Co

















異なる 安全管理の 体制と組織の 構想が 確立され
た。 実験所発足に あたっては この構想に 基づい
て， 安全管理の 具体的な 組織・制度が整備 され







物質， 核燃料物質及び 原子炉の 規制に関する法律
（以下， 原子炉等 規制法と略称）および ， 放射性同
位元素等による 放射線障害の 防 止に 関する 法律
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またl年に1 回行なう 定期自 主 検査では， 教























































って， 直ちにいずれか 一方が 誤まりであると結論
づけることはできず， この相違はこの問題の複雑
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摘された。 その濃度は乾土1 グラム当り 0.17pCi





われている。 すなわち， 各 種環境 試料を定期的に
















出管理を行なってきた。 また， 放射性廃水は， ア
イソト プー使用施設からと原子炉施設から生ずる
が， 処理の都合上必ずしも 完全に分けているわけ
ではない。 放射性 廃水は 排水施設で 処理したの





て， アルファ放射体が検出されたとき， 1 × 10-s 
(1億分の1)µCi（マイクロキュリー）／cm3（ 毎立
方糎当りµCi, 1 µCiは100万分の 1 Ci）， アルフ
ァ放射体が 検出されない とき， 1 x 10-7 (1, 000 
万分の1)µCi/cm3である。
原子炉等規制法では， 3 か月平均瀧度が， 周辺
監視区域の外（今池出口にあたる ）において， ま
た， 障害防 止法では， 8時間の平均濃度が， 排水
口において， 上記放出管理基準値以下でなけれ ば
ならないこととされている。




cm3）以下であり， あとの15 回は， アルファ放射
体については検出限界以下であり， ベータ放射体




した結果の例を表－1 に掲げる。 このうち， soco 
の値をみると，
例1 処理 前の水中濃度 1.4×10-1 pCi/cm3 
処理後の水中濃度 1.5×10ーらCi/cm3
例2 処理 前の水中濃度 4.3×10-1 µCi/cm3 
処理後の水中濃度く3. 0×10-BµCi/cm3
となっている。 核 種が明らかでtiOCoの場合， 局
辺監視区成外の許容濃度は 3×10-sµCi/cm3であ
り， 上の例l， 例2 の場合とも処理後はそれぞれ
上記濃度の2 ,000分の1 および1 ,000分のlとなっ
ている。
このように核 種別に測定した結果から， それぞ
れの 核 種の 周辺監視区域外の 許容濃度との比を
求め， 積算した値は， 例lの場合で54 0 分のl以








今回の新聞報 道後， 実験所としては， 周辺排水
経路を中心にその他も含め， 全面的に調査を実施
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表－ 1 最近の放射性廃水処理前後の水中放射性物質漫度の測定例
例1 （昭和 53年10月 30日 測定 ）
処理前の水 中 波度：ベータ放射体につい て ，l.2 x10-s µCi /cm3 
アルファ放射体について ， 1. 6x10→µCi /cm3
処理後の水中 濃度：ベータ放射体について， 検出限界以下
アルファ放射体につい て， 検出限界以下
この場合のガ・ノマ放射体について の 測定 値と 周辺監視区 域外の許容濃
度との関係は下記のとおりである。
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排 出す る処 理済廃水

















1. 1  x町6 I 1/1,800 3. ox 10-1 
1. 4 x10-1 1/2 00 1. 5 x 10-s 
8. 4 x10-a 1/1, 000 2. 5X 10-s 
4. 4 X  10-a 1/2 ,2 00 <6xio-· I 
2. 7 x lo-a 1/11, 000 <1x 10-• 
2. sx10-a 1/800 1. 6x10-a 
1. 4 x10-• 1/12 0  く3. 6X 10-7 
例2 （昭和 54年 6月 2 8日 測定 ）
処理前の水 中 濃度 ベータ放射体について ，1. 8×10-•µCi/cm' 
アノレファ放射体につい て ， 4. 0xlO-a µCi /cm3 
処理後の水中 濃度．ベータ放射体について ，倹出限界以下
アノレファ放射体につい て ，倹出限界以下
この場合のガンマ放射体につい て の 測定 値と周辺監視区域外の許容濃
度との関係は下記のとおりである。
水中 雌同問
1. 6×10-s 1/100 く5×10-1
3. 7x10-a 1/2 ,7 00 <s. 1x 10-a 
8.0x10-a 1/1,100 <4 ×10-a 
2 .4 x10-1 1/4 00 <6x 10-8 
2. ox 10-1 1/500 <1x 10-1 
4 .3×10-1 1/60 <3x 10 8 
<1x 10→ <112 , 000 1. Ix 10 8 










<1/2 ,7 00 
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地点44 試料の測定を行なった。 その結果は， 図－
1 ( A）～図－3 および表一2( A～C）に 示すとお
りである。 図－1( A, B）は周辺地図上に採取地
点を 示し， 表ー2 ( A～C） は測定結果を示す。
表－2 ( A～C) I～Eは実験所の周辺監視区域
内であり， XI～XIX および XXIV～XXVIII の地点
は実験所の排水と係わりのない地点である。 図－
3 は40K（カリウム－4 0), u （ウラン）系列の214Bi
（ビスマスー214), Th （トリウム）系列の 20BT]
（タリウム－20 8）， およびsoc0, t37Csなど評価定
量した 核種別濃度の 分布を 示すものである。 な
お， 参考までに， 測定の 生データの例を 図ー2







低減したものである。 なお， この場合でさえ， 多
くの核種が 検出されている。 また， 図－－ 2 (B) 
はVIの地点の試料の測定結果であるが， このよう
にsoc0, 131csのほか， 一般に 多くの 核種が検出
されているのが普通である。
（注， 図－l(A )(B ） ， 図ー2(A ) （臥図－3， 表＼
-2 (A )(B)(C ）は1 3ページ～20ページ参照／
測定結果のうち， 人工の放射性核種であるsoco.
137Cs などは 当実験所の 排水に起因する部分もあ
るが， 今日では核爆発実験による降下物中にも含
まれており， これらを定量的に分けて評価するこ















る。 それを用いて評価すると， socoを 0.016 pCi/ 
g （生体）含むシジミを 1日に 100gを毎日連続し
て 1 か月摂取した 場合， 成人の全身被爆 線量は
2.2×10-4 ( 1 万分の 2.2) mrem （ミリレム） であ
る。 この値は成人のからだの中にある天然の4oK
による年 間被爆線量平均19 mrem （放射線影響に
関する国連 科学委員会United Nations Scientific 
Committee on the E妊ect of Atomic Radiationの
1972年 報告 による） に比べて， 約85, 000分のlで
ある。 また， 土壌のsoco濃度が O.lpCijg（乾土）
の水 田 から 採れた米を 1日 300gの割合で年 中常
食する場合， パラ メ ーターとして， 土壊の深さ
10 cm， 仮比重 1. 3， 水稲のsoco吸収率0.17%,
白米への移行率20 分の 1, l, OOO m2の収量 4 00
kg （白米）とすると， 年 間全身被曝線量は 1.22× 
10-3 (1, 000分の1.22) mrem となり， 上記40Kか
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の結果， 次のような判断を示した。 すなわち， 実
験所周辺で検出された放射性物質は極めて微量で
あり， また放射性物質の食物連 鎖を考慮して計算
した一般公衆の被爆線量も年 間 0.4 mre m程度で
法令に基づく許容被曝 線量年 間 500 mre mはも と
より， 原子力安全委員会が採用している発電用軽
水型原子炉施設 周辺に 対する 線量目標値， 年 間
5 mre m に照らしても十分低いものであり， 安全
上支障のないもの と 判断した。 なお， 科学技術庁
と しては今後環境監視を充実するこ と ， 国際放射
線防護委員会 （ICRP） が勧告している＂aslo w as 
reasonably achievable” （ALARA) の精神に従
い， 放出低減化への努力をするこ と 等について実




係数を実測した （表－3 ） 。 この値 と 土の放射能
濃度から排水中の60Co の水中放射能濃度を逆算
する と 今池出口 （敷地 境界） で大体10 -10 µCi/cm3 
の程度 と なっているこ と がわかった。 このよ．うな
低い濃度は現在いかなる方法でもiftti定できないの
で推測ではあるが， 厳密に測定管 理している排水
口から敷地 境界までの聞に 100 分のl程度濃度が
下がるもの と 考えられる。
表－3 排水路底質土の分配係数
放射性核種 ｜ l37Cs 
粗 砂 1. 2 x 102 
細 砂 9. 4 X  102 
腐 植 土 l.4 X  102 
測定 条件 パッチ容量50.t
供 試 土 2 g 
静置期間 2 日
6°Co 
l. 2 ×io2 
3 .4 Xl02 








力を続けており， 「タレ流し」 と し、う指摘は当を
得ていないもの と 考える。
なお， 排水中の核種から考えて， 原子炉燃料の
破損の可能性あり と し、う意見があるが， これにつ
いては 以下の 理由からその可能性は極めて少な
く， 安全上問題はない と 考える。





こ と は避けられない。 その量は 100 c m2あたり，





された放射能はたまるご と に洗い 出され処理され
る。 イオン交換樹脂にたまった放射能の量はすべ
て測定され記録されているが， その量は上述の燃
料板被覆表面に 付着したウランが原因 と 考える




に関して 説明して おきたい。 一般に廃水処理で
は， 固相 と 液相， 液相 と 液相， 液相 と気相の相の






るこ と は できない。 すなわち仮にl回の操作で
100 分のlに下げる過程を 用〉、た と しても， 2 回
で10 -4, 3 回で10 � と いうように， いつまでも数
学的なOにはならないのである。 さらに同じ過程





定もできなくなる と いう問題も出てくる。 科学的
にOにできない と いうこ と は， 上述のような事情
を言うのである。
- 9一 1 005 











3 6年 1 1 月17日 基本的に合意が成立し， 「おぼえが
き」により各種約束が行なわれた。 このおぼえが


















































































は 2号炉と通称されており， 本文でも以後 2号炉
と呼ぶこととする。
実験所は， この計画に基づき， 昭和 49 年度から
概算要求を行ない， 昭和5 0年度には， 第1 年自の
予算が 認められた。 以来， 毎年度の 予算をもっ




























えている。 ① 2 分割炉心については十分な計算を
行ない， かつ1 年余にわたる臨界実験で種々 の特




















第 2 点は， 耐震設計の問題である。 これに関し
ては， 設計用地震動をどのように想定するかとい






















さらに， 動力炉と異なり， ①加圧式でなく温 度
- 11ー 1007 






建物の 構造は， 鉄筋コンクリート造りで 直径約
3 0  m， 高さ約 40 m の円筒形であり， その基礎の
鉄筋コンクリー卜盤の直径は42 m, 厚さ4 m で
ある。 さらに， 側壁鉄筋コンクリートの厚さも下
の部分で 1.5 m， 最上部 でも 0.5 mあり， 剛強
なものとする 設計である。 なお， 全体は厚さ 数























2号炉計画については， 約 2年 にわたる国の安
全審査が終っており， また， これと独立に大阪府
審議会の専門委員による安全性の検討も行なわれ
た。 この間 多くの研究者， 専門家による検討が加
えられ， いくつかの注意や指 示があったが， われ
われはこれに対応して種々 計画の改善を行なうな













昨年 末以来大阪府審議会， 熊取町， 泉佐野市の公
式の場でそれぞれ数回， さらに熊取町では自治会
（町内会相当） 単位で 十数回の 説明会を 行なっ




























所長 柴 田 俊 一 ／
10佃 - 12一
§ 
図－1 (A) 核種分析試料採取地点（⑧印） l<n 
］｛OHO 
，ι E A－－” 
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214Pb - 295.2keV 
228Ac - 338 keV 
←一六L一一－ 214内・ 352 keV 
4一一一一一一一一 Ann1hi. 
208TL - 583.2 keV 
214Bi - 609.3 keV 
137Cs - 661.6 keV 
228Ac - 908 keV 
21491・1120.4 keV 














←一一－ 212Pb - 238.GkeV 
214Pb - 273.2 keV 
214Pb - 295.2 keV 
←＼」＿ 228Ac - 338 keV 
214Pb - 352 keV 
包8Ac - 460同V










の 申 ｛ 「 乙 獄 図 （ 鴎 蛾 ）
Mm－一滞泊中事海込押
Z0・二吋
208n - 583. 2 keV 
＝てご r34cs喧制.6keV 
－一一一＼＼ ＼」一一一一一一－ 21481 - 609.3 keV 
＼＼』一一一一一－ 137Cs - 616 6 keV 
2r2pb - 72 7.2keV 
134Cs -, 795. I keV 
�4Mn - 834.4 keV 
ー‘ーー司・ーーーー
包8Ac - 966keV 
包抱＇Ac - 908 keV 
8 
21・Bi - 1120.4 keV 
60Co - 1173.2 keV 
伺Co-1332.5陥V
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表－2 (A) 核種分析お よ び全ベ ー タ 測定結果 （昭和54年 4 月 ）
測定量 2月慣湾問 54M n so co t34c s 131c s 208T L 21 4B i 22aAc 40K 金ベータ
まえ 料 採 取 地 点 採取 日 (9/cc) （秒） ( pCifi;i－ 蛇 ） （ ） （  ） （  ） （  ） （  ） （  ク ） （  ) (pCi/1は〉日制，， タ " タ ::> 
I . 述 ） I /底 質土 ・ 沈積物 1 979 年2日排 水 集 会 槍 - I 4同 l 29(コ／2!XJ 8 )( 10 4 。08 土 0.01 1.85 士 。05 028 土O.ol 1 .0!ヨ 土 002 0.62 土 0.03 。35 土 0.02 0.74 土004 1 8.0 土 0.4 1 49 土 13
今 治 排 水 入 口 - Il � 290／ φ ィ， 。39 土 0.02 007 土 0.0 1 0.49 土 0.但 0.47 士 0.03 031 土 0.02 0.68 土 004 1 6. 1 士 0.4 68 土 7
今 池 排 水 :t ロ - m ク 日HコI t 4・ 0.08 土 O.o t Q22士 002 0.44士 0.04 097 土 0.04 054土Q伺 1.20 土 0.07 1 6.4 土 0.4 1 58 土 291 38 土 26
排 水 没 イ主 友 上 - N 4 '1 1 3百 2EQt φ イア 一 0.05 士 O.o t 。85 土 0.03 0.54 土0.02 1.09 土 006 1 9. 6 土 0.4 77 土 1067 士 10
排 水 湯 住 友 上 負 - v ィ， 2釦I ‘ � 0.08 士 0.01 094 土 0.04 0.00 土 002 1 . 1 6 土 005 2 1 . 6 土 0. 5 1 2 1 土 1 3
排 水 湯 住 友 入 口 - vr ,, 28Cコ／ 。 .. 0.06 土 0.01 。 1 0 士O.o t 0. 14 土 O.o t 0. 1 0 士 00 1 0.65 土 003 0.45 土0.02 。袋5 土 005 23.5士0.4 8 1 土 l I 
排 水 活 住 友 -r t高 - VIT � ヨコ ｜／ 。 イシ 0. 1 4 土 G白 。48 土 0.03 。37 土 002 0.74 士 。04 24.5 土 0.4 57 士 8
排 水 者 住 友 下 － 明百 4 月 1oa 271 .51 φ  ? 0.04 土 0.0 1 。08 土 001 0.52 士 0.03 0.33 土0αz 0.54 土 004 22.0土 0.4 27 士 8
中 J 法 ；fit 入 ロ ー 区 4 月 1 3 百 1 56； 多 " 0.1 1 土0.02 0.98 土 003 1.87 土 006 1 . 0 1 土 0.04 2.30 土 O I 1 7.4 土 0.5 2白 土 24
中 ） ；·也 流 出 口 - x " 日担ヨ／ ， ,, 008 土0.01 0.53 土 0.02 l仁川 土 0.04 0.73土 0.03 1 . 1 3 土 006 1 7. 9土 0.5 1 33 土 I I
. 業 用 水 住 友 上 － 翠 4 F!  IOB 281.4; . ク 。04 土 0.0 1 0.46 土 0.03 0.38土0.02 0.82 土0.05 21 .0土 0.4 6 1 土 6
2. 蒋植 質 懸 ；音 波
排 水 港 住 友 下 - VITT 4 月 1 6 百 so11cね ク 0.49土0.05 0.44 土 0.03 0.86 土 0.伺 1 . 25 土 0.09 0.62 土 005 3.89 土 。2 14.6 士 0.6
ヌ＇i :li'..f: 測定時間 54Mn 町。 t 34cs t37Cs 20e T L 2t4 B i 22eAc 40K 全ベータ
( 9/cc ) （秒） (pCiゐ 紘 ） （ • ） （  タ ） （  。， ） （  ,/ ） （  ,, ） （  ; ） （  ， ， ） （〆：1;1α冴乾）
3. 7）＜. 生 櫨 物
排 水 道 住 友 入 口 - vr 4 1l l 4 B  3 1.2120コ B x  104 。08 士 0.01 023 土0.02 0.08 土 0.01 0.38 土 0.03 0.3 1 土 0.02 1 .36 土 Q07 3. 4 士 0.2 。33 土0.06
相H � 鳶 住 友 下 角 - VII ク 391 。 ク 0.10 土0.0 1 0.04 土 00 1 0.09 土 0.01 。06土 0.0 1 0.52 士003 2.4 土 0. 1 1 .24 士 0.1 8
4 シ ジ ミ （ 肉 と 内臓）
排 水 浸 イ主 友 下 - VITT 4 月 10 日 応 01 2!XJ 3 )( 1 0' 0.06 土0.0 1 Qα6士O.COI 一 0.023五X03 0.39士 0.例
〔 備 考〕 の ． 誤差表示 1. Ht数$ に 関 する ものてあ る ． ② ： ー 印IJ. 評価てき す： 検 出 限 界 値 は 試 料 の性質等 に よ って 異 的t；参考 ま でに＇4Mn
60Co ,134Cs について 手 均 的 立 イ直 ｜ま 以下の如く てぜある． ”Mn . 0.045 pCi/g SOCo : 0.057PCi/g 1 34Cs : 0.05 PCi/g 
ド�
00 















（昭和54年 8 月 ）
試 料 採 取 地 点、 採寂 日 測定量
測定時間 54Mn 回Co 1 34cs 1 37ヒs 20sn 2 1 49 j 22aAc 40K 金ベータ
俄勿9A:c) （秒） (pCi/g· 乾） （ 4ν ） （  ,,, ） （  。 ） （  ゐ ） （  d歩 ） （  " ） （  1- ) (pC内XJQli)
I . � － 底 質 土 ・ 2七積物
1 979年
長く 楽 ダ ム - :m 5月 22 百 32Cf200 8 x 104 0.14 士 001 。82 土 0.03 053土0.02 1. 1 4 土 O加 2 73 土 0.4 1 8.5 土 1 5
者 池 幽 玄E 5月25冒 ぉo; • • 0.09土 0.01 0.74 土 0.03 。48土 om 089土Q缶 22B士 0.4 74 土 8
ヨム 法 i色 噂 玄 N 5月 2 1 日 310/ φ � 一 0.32 土 0.02 0.26士0.02 0.4 1 土003 1 6.4土 0.3 56 土 7
士き 主 池 － 玄 マ � 2時 ， 4砂 007土 0.01 0.90 士 0.04 0.66士 003 。袋3土00l5 1 2.8 土 0.3 1 1 6 土 9
ロ 無 ？也 - xvr 5月25日 時Kコ／ φ � 一 020土 002 1 .09 士 0.05 0.7 1 士 0.03 1 .67 土 o.oa 1 7. 4 土 0. 5
紳 谷 ヨ士 ー 玄VII � 2訓コ／ ， • 一 Q伺土0.01 0.63土 0.03 0.4 1 土 002 0.76士。04 1 6.7土 0.4 69 土 l I 
2 .  ) I /  － 底 質 土 沈 積 物
樫 芥 ）l j . t霊 山 橋 下 -X'Jll 5同2 1 13 310/ .  ，， 一 Qα主3土Qαコ1 0.75 土 0.03 047 土 0.02 08(コ土0.04 187土 0.4 1 27 土 1 7
街 中 川 成 会 -x 区 勿 2� . ’， 0.07土 0.0 1 。93 土0.03 。回土 0.02 1 . 1 5 土 005 26.0土 0.5 77 土 9
両山JI ］ 排水合流；！？，左岸 ー玄 玄 6 同 4 日 270/ • 。 0. 1 l 土0.01 0.62 土 003 037土 0.02 。75 士 0.04 2 1.8 土 0.4 I I  l 士 1 5
同 上 ち2字 -x 玄 ク まXl/ . 4シ 関取0001 0.53 土 0.03 039土O皮 059土 0.05 22.4士 0.4 63 土 6
前 中 川 五 門 -x玄 I 5�2 1 日 3CO/ A ク 。α)3土Gα）I 0.55 土 0.03 033土0.02 0.82土 004 23.4土0.4 52 土 7
佐 野 ） I ／ 中庄橋 上 流 -x x.n " 310／ グ ,, 。04土0.01 0.47土0.02 0.32土 0.02 046土 0.03 広）.4土0.4 38 土 6
佐 野 ）lj · 昭 平橋上流 ー玄xm ク まXコ／ 。 • 一 一 。αコl 土Gα〉｜ 03 1 ：土 0.02 028土002 。お土003 1 9. 3 土 0.4 37 士 5
雨 山 川 五 門 -XXT 1978年 290； ク 。07 土 0.0 1 0.38 士 0.02 035土002 051 土004 23.3士 0.4 55 土 910珂23 臼 ,, 
（ 備 考 〕 ① 誤 差 表 示 l之 計 数 率 に 関 す る も の で あ る ． ② 〉 一 印 l芸 評価 でそ す： 検出 限界 につ い て は 前去 と 同 じ． ③ 空欄 1;t 永 測 定 ．
④ ：  xx ～ X 皿 i;l: 実 験 所 排 水の 流 入 す る 下 流 滅 て、 あ る ．
核種分析お よ び全ベ ー タ 測定結果表－ 2 (B)
－Z
l 
訂正 ： 上表の う ち， 永楽 ダ ム につ い て の •oK の測定結果 「273土0. 4」 → 「27. 3土0. 4」 。 青池につ い て の 22sAc の測定結果 「089±0. 05」 → 「0. 89土0. 05」。一戸｛）一戸印
戸（）戸。
表－ 2 ( C )  核種分析お よ び全ベ ー タ 測定結果 （昭和弘年 8 月 ）
トacコ
試 料 採 取 地 点 1釆玖 百 測 定 量 測定時間
54 M n 回Co 1 34C s 137Cs 208T L 214B i 22sAc 伺K 全ベータ
伶盟国Wee （秒） ( pCi/g·蛇） （ � ） （  る ） （  少 ） （  タ ｝ （  � ） （  " ） （  9 ) (pCi/1句集
3. 7]<. 田 耕 土
1 979 年
雨山）！ ］ ・ 5文合 右岸上 ：
I - I ・
6 月 1 9 日 2何々∞ S x  104 038 土 0.02 l百 土 0.05 1.07 土 G伺 1.99 土0.07 24.9 土 0.5 1 75 土 15玄xw
同 上 1 - 2 ・ 0 4’ 235； φ 4’ 0.00 土0.02 1.95 土 0.00 1 .50土 0.04 2:42 士o.� 24.2 土 0. 5 225 土 18
実 所 青fy 1 ・
卜 265/ + 0.38 士 0.02 0.6 1 士 Q03 0.74 土 Q03 Q8Cコ 土 0.05 1 9.0 土 0.4 1 1 6 土 9罪、 手 汐 験 ： 玄xv タ タ
中 ） -;t: 左 上 I - I ・ み 240/ .  4砂 0.33 土0.02 0.67 士 。.03 0.62 土0.03 Q84 土 0.05 1 9.3 土 0.4 67 土 7Z玄VI
高1 上 1 - 2・ ， ク 255； φ 9 0.35 土0.02 0.76 土 Q03 0.74土0.0 1 Q85 土 Q缶 1 4. 1 土 0.4 1 05 土 10
中 ） �·色 左 下 ： 上 ・玄玄VII 4少 270/ t ク 0.21 ：土0.0 1 。56土 0.03 。印土0.促 。57 土 0.04 1 6.7 土 0.4 1 07 土 9
-t ノ 池 左 下 ． 中 － X XV'lll � 2的／ ． (/ 一 。.48 土0.02 0.70 士 0.03 Q69土0.03 。95 土 0.05 1 5.8 士 0.4 98 土 9
中 ノ 池 下 ： 上 -x x 区 5同25E '?l:YJ/ • 多 Qα弐3土Qαコ1 0.6(コ 土 0.03 0.66 士 Q02 Q69 士 Q04 15. 1 土 0.3 49 土 5
中 ノ 池 下 － 中 岨 I - X玄玄 " 2 1 0/ .  I- 。45土Q02 0.82土 0.04 0.7 1 土 Q伺 0.89 土 Q缶 16. 1 士 0.4 1 3 1 土 16
同 ょ ； 中 ・ 2 ． ，， 220/ .  � 一 Q53 土0.02 0.68 土0.03 0.穴3 土 0.03 。8 1 土 Q05 17.3 土 0.4 1 5 1 土 10
中 ノ 治 下 ・ 下 -x玄 区 , ，〆 26(コ1 . 4惨 Q23土O.QI 。62 土 0.03 057 土0.02 0.70 土 o.c帰 I iて7 士 0.4 8 1 土 9
中 ノ 治 下 ： 五門 － xxn 4・ 260; . ． 一 0. 1 2 士0α 0.70 土 003 aso 土G促 0.73 士 QOS 1 2.9 土 0.4 77 土 JO
大 久 保 - XXD 4シ 280/ . !> 0. 18 土0.01 0.65 土 0.03 055 土 0.02 0.77土 Q04 忽ユ9土 0.4 99 土 10
〔 備 考 〕 ① ： ：誤 差 表 示 1ま ま十数 率 に 閉 する もの であ る ． ② ： 一 印 lま 評価 て．き ず． 検出 限 界 につ い て は 前 表 ど 同 i.;.
③ ： xx K ～XX X1ll 1;t 実 量全 対 排 水 が・ ；}ft 入 レ て い る 水 田 であ る ．






京 大 広 報
（資 料）
1 . 大学研究用原子炉熊取町設置反対泉佐野市期成同盟との
「おぼ えがき」 （昭和3 6年 1 1月17日）
2. 科学技術庁原子力安全局 「京都大学原子炉実験所周辺の
環境放射能測定結果の安全性についてJ （昭和5 4年 9月）
3 . 熊取町との 「原子炉施設及びその周辺住民の安全確保に
関する協定書」（昭和5 2年 1 1月 1 日）
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資料 l
お ぼ え が き
京都大学研究用原子炉の泉南郡熊取町設置に伴う下記の諸事項については， 関係者は誠意をもっ
てこれが実現に努力するもの と し， 大学研究用原子炉熊取町設置反対泉佐野市期成同盟は， 京都大
学研究用原子炉の泉南郡熊取町朝代地区設置を了承するもの と する。
記
1 原子炉の位置については， あらか じ め 示した二地点のうちから， 地元の意向にそって決定する
こ と 。
2 原子炉の建物は， 鉄筋コンクリート造の上， 更に全体を鋼板でお・おった気密構造 と し， 放射能
が外部に漏れないようにするこ と 。
3 放射性廃水は厳重に処理し， 放射能を含ん だ水は所外に絶対に排水しない こ と 。
なお， 具体的な排水方法については， 地元の意向を尊重するこ と 。
4 放射性廃気は， 数段にわたるろ過材で厳重に処理した後， 高い煙突 （3 0 メ ー ト Jレ以上） から放
出し， 放射能を含んだ空気は， 所外に絶対に放出しないこ と 。
5 京都大学研究用原子炉実験所 （仮称） （以下「実験所」 と いう） の所外における空気， 河川水，
海水， 農水産物， 土壌などの放射能測定 （測定場所及び箇所数など） 並びに影響調査の方法につ
いては， 監視機構である大阪府原子炉問題審議会 （以下 「審議会」 と いう） において検討する こ
と 。
6 原子力損害による補償については， 審議会が解決のためにあらゆる努力をはらう こ と 。
7 京都大学研究用原子炉の平和 利用 と 安全性伝どの確保をはかるため， 審議会を早急に発足せし
め， その構成員 と して地元の代表者を加えるこ と 。
8 実験所は関係地元の了承 なくして原子炉の場設を行なわないもの と するこ と 。
9 実験所付近に道路を設け， 住宅建設の促進をはかるこ と 。
10  実験所設置並びに周辺部の開発に伴う佐野川の改修については， 改 修計画をたて実施するこ と 。
1 1  実験所設置に伴う周辺部の開発については， 総合的開発計画を検討の上， 実施するこ と 。
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昭 和3 6年 1 1 月1 7日
大学研究用 原子炉熊取町設置反対
泉佐野市期成同盟本部長
泉 佐 野 市 長 山 本 昇 平 印
大学研究用原子炉熊取町設置反対
泉佐野市期成同盟副本部長
泉佐野市議会議長 古 妻 正 印
京都大学原子炉建設本部長
京 都 大 学 教 授 木 村 毅 印
立 会 人
大学研究用原子炉設置協議会
世 話 人 r� 上 登 吏 夫 印
大学研究用原子炉設置協議会
世 話 人 鎌 田 庄 蔵 印
大学研究用原子炉設置協議会
小 委 員 代 表 田 辺 納 印
大阪府原子力平 和 利用 協議会会長
大 阪 府 副 知 事 回 中 檎 印
付 属 文 書
1 3 項中の 「具体的な排水方法」につ いては， 地元関係者 と 十分協議の上， 決定す る こ と 。
2 6 項中の 「原子力損害」 と は， 原子炉の建設により生ず る 損害並びに原子炉の運転により生ず
る 損害をL、う。
3 8項中の 「関係地元」 と は， 泉佐野市をし、う。
4 11項中の 「総合開発計画」については， 関係当事者聞において誠意を も って話し合いの上実施
す る こ と 。
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京都 大学原 子炉実験所周 辺 の 環境
放射能 測定結果の安全性 に つ い て
昭 和 54 年 9 月
科学技術庁原 子 力安全局
京 大 広 報 1979. 10. 15 
1. 京 都 大 学 原 子 炉 実 験 所 に お け る 放 射 性 液 体 廃 棄 物 の 放 出 管 理 に つ い て
(1) 京 都 大 学 原 子 炉 実 験 所 （ 以 下 「 実 験 所 」 と い う。） の 原 子 炉 施 設 は ， 昭 和 3 9 
年 6 月 臨 界 を 達 成 し て 以 来 今 日 ま で 順 調 K 運 転 さ れ て き て お、 タ， と の間， 実 験所 K
沿い て は， 原 子 炉 施 設 周 辺 の 一 般 公 衆 の 安 全 確 保 K 万 全 を 期 し た 保 安 管理 が 実 施
さ れ て b タ ま す 。
実 験 所 の 原 子 炉 施 設 で 発 生 す る 主 要 念 液 体 廃 棄 物 は ， 機 器 ド レ ン 系 廃 液 ， 床
ド レ ン 系 廃 液 ， 1 次 浄 化 系 イ オ ン 交 換 装 置 の 再 生 廃 液 及 び 機 器 等 の 除 染 廃 液 で
あ タ ま す 。
機器 ド レ ン 系 廃 液 ， 床 ド レ ン 系 廃 液 ， 除染 廃液 は ， 原子 炉 格 納 施 設 内 の ホ ッ ト
サ ン プ K 収 集 し ， 原 子 炉 格 納 施 設 外 K 設 け ら れ た 放射 性 排 水 タ ン ク K 貯 留 し た
後 ， 配 管 を 通 じ て 廃 棄 物 処理 棟 K 移 送 さ れ て 辛子 り ま す 。
ま た ， 1 次 浄 化 系 イ オ ン 交 換 装 置 の 再 生 廃 液 は ， 原 子 炉 格 納 施 設 内 の 放 射 性
廃 液 タ ン ク K 収 集 し た 後 ， タ ン ク ロ ー リ で 廃 棄 物 処理 棟 K 移 送 さ れ て b b ま す 。
(2) 廃 棄 物 処理 棟 κ 移 送 さ れ た 放 射 性 廃 液 は ， 凝 集 沈 澱 ， ろ 過 ， 蒸 発 援 縮 ， イ オ
ン 交 換 樹脂 K よ る 吸 着 等 K よ タ 処理 さ れ た 後 ， 監 視 貯 槽 K貯留 さ れ， 放 射 性 物 質
濃 度 が 法 令 K 定 め る 許 容 濃 度 K く ら べ 十 分 低 い ζ と を 確 認 し て か ら 放 出 さ れ て
b り ま す 。
科 学技 術 庁 � j;� い て は ， 毎 年 実 施 す る 定 期 検 査 及 び 保 安 監 査 並 び K 定 期 的 K
報 告 さ れ る 放 射 線 管 理 等 報 告 書 左 ど を 通 じ て 実 験 所 が 法 令 を 遵 守 し て 保 安 管 理
及 び 放 出 管理 を 実 施 し て い る ζ と を 確 認 し て b b ま す 。
(3) さ ら K 今 回 ， ス リ ー ・ マ イ ル ・ ア イ ラ ン ド 原 子 力 発 電 所 の 事 故 の 教 訓 を 踏 ま
え て ， 実 験 所 に つ い て 特 別 保 安 監 査 を 実 施 し た 際 � t . 液体 廃 棄 物 廃 棄 設 備 の
保 安 管理 及 び 放 出 管理 の 状 況 K つ い て 監 査 を 行 い ま し た が ， 法 令 を 遵 守 し て 実
施 し て い る と と を 確 認 し て シ タ ま す 。
(4) な か ， 実 験 所 K 会 け る 液 体 廃 棄 物 中 の 放 射 性 物 質 は， 原 子 炉 の 1 次 冷 却 水 中 K
含 ま れ て い る 不 純 物 が 放射 化 さ れ て 生 成 し た も の ， 燃 料 の 表 面 に 付 着 し た 極 徴
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量 の ウ ラ ン が 核 分 裂 し て 生 じ た も の ， ア イ ソ ト ー プ 使 用 施 設 で 使 用 さ れ た も の
等 で あ b ， 原 子 炉 1 次 冷 却 水 中 の 放 射 性 物 質 濃 度 ， 核 種 等 か ら み て ， 燃 料 が 破
損 し て 発 生 し た も の で は な い と 考 え ま す 。
2. 実 験 所 周 辺 に お け る 環 境 放 射能 の 調 査 結 果 に つ い て
1022 
(1) 実 験 所 及 び 熊 取 町 （ 大 阪 府 立 放 射 線 中 央 研 究 所 が 測 定 ） vc よ タ 実 施 さ れ た 実
験 所 周 辺 の 放 射 能 調 査 K つ い て は ， 原 子 力 安 全 委 員 会 が 採 用 し て い る 「 環 境 放
射 線 モ ニ タ リ ン グ K 関 す る 指 針 」 並 び K 科 学 技 術 庁 が 定 め た 「 放 射 能 測 定 法 」
等 か ら み て 環 境 の 放 射 能 を 把 握 す る 観 点 か ら 適 切 な 調 査 が 実 施 さ れ た も の と 考
え ま す 。
(2) 実 験 所 及 び 熊 取 町 K よ タ 実 施 さ れ た 放 射 能 調 査 結 果 K よ れ ば ， 排 水 路 の 底 質
土 ， 水 生植 物 ， シ ジ ミ 等 K 人 工 放 射 性 核 種 で あ る コ バ ル ト － 6 0 ， セ シ ウ ム －
1 3 7 が 検 出 さ れ て な タ ま す が ， と れ ら の 検 出 さ れ た 放 射 性 物 質 は ， そ の 濃 度
及 び 濃 度 分 布 等 か ら 考 え て ， 実 験 所 か ら 放 出 さ れ た 放 射 性 物 質 と 核 実 験 に よ る
フ ォ ー ル ア ウ ト 中 の 放 射 性 物 質 の 両 者 の 影 響 K よ る も の と 考 え ま す 。
(3) 実 験 所 の 調 査 K よ り ま す と ． シ ジ ミ K コ パ ノレ 卜 ー 6 0 が 0. 0 1 6 p c  i ／� ( 
生 体 ） 検 出 さ れ て な り ま す が ， 実 験 所 vc i» い て ， と の シ ジ ミ を 人 が 1 B 1 0 0 � .  
1 年 間 の う ち 1 か 月 間 毎 日 摂 取 す る も の と し て 被 曝 線 量 を 計 算 し ， 1 年 間 K っ
き 約 0. 0 0 0 2 ミ リ レ ム と 評 価 し て い ま す o
ま た ， コ バ ノレ 卜 － 6 0 が 土 壌 一 水 稲 一 白 米 の 食 物 連 鎖 を 通 じ ， 人体 K 摂 取 さ
れ た 場 合 の 影 響 に つ い て も ， コ パ ル ト ー 6 0 の 水 田 中 濃 度 を 0. 1 p C i ／タ （ 乾
士 ） と し ， 1 日 3 0 0 9 の 白 米 を 1 年 間 毎 日 摂 取 す る も の と し て 被 曝 線 量 を 計
算 し ， 1 年 間 K っ き 約 0. 0 0 1 ミ リ レ ム と 評 価 し て い ま す 。
と れ は ， 濃 度 の 介 布 ， 現 地 の シ ジ ミ の 生息 の 状 況 ， 通 常 の 食 生活 等 K 照 ら し
で も 適 切 な 前 提 を 置 い た も の で あ タ ， ま た 「 環 境放 射 線 モ ニ タ リ ン グ に 関 ナ る
指 針 J K 照 ら し で も そ の 計 算 方 法 は 妥 当 な も の で あ る と 考 え ま す 。
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(4) セ シ ウ ム ー 1 3 7 に よ る 被 曝 線 量 K つ き ま し て は ， 実験 所 の 放 射 能 調 査 結 果
K よ る シ ジ ミ の セ シ ウ ム ー 1 3 7 濃 度 0.0 2 3 p c  i /fj （ 生体 ） � よ タ ， ま た セ
シ ウ ム ー 1 3 7 の 水 田 中 濃 度 を 0.6 p C  i /t/ （ 乾 土 ） と し て ， コ バ ル ト － 6 0 と
同 様 の 仮 定 K 基 づ い て 当 局 K シ い て 計 算 し た 結 果， シ ジ ミ の 摂 取 K よ る 被曝 線
量 は 年 間 約 0 . 0 0 3 ミ リ レ ム ， 白 米 摂 取 K よ る 被 曝 線 量 は 年 間 約 0 . 4 ミ リ レ ム と
左 り ま す 。
(5) 熊 取 町 の 放 射 能 調 査 結 果 K よ る 被曝 線 量 K つ き ま し て は ， シ ジ ミ の コ バ ル ト
- 6 0 . 度 0. 0 2 p C  i ／タ （ 乾 ） VL よ り ， ま た ， セ シ ウ ム ー 1 3 7 の 水 田 中 漫 度
を 0. 0 4 p C i ／タ （ 乾 土 ） と し て 前 記 と 同 様 の 仮 定 K 基 づ い て 当 局 K 合 い て 計 算
し た 結 果 ， シ ジ ミ 摂取 K よ る 被 曝 線 量 は ， 年 間 約 0 . 0 0 0 0 6 ミ リ レ ム ， 白 米 摂
取 K よ る 被 曝 線 量 は ， 年 間 約 0 . 0 3 ミ リ レ ム と 念 タ ま す 。
3. 
実 験 所 周 辺 の 一 般 公 衆 の 安 全 性 に
つ
い て
(1) 実 験 所 か ら 放 出 さ れ る 液 体 廃 棄物 は ， 前 述 し た と な り 法 令 K 基 づ い て 適 切 な
放 出 管 理 が 念 さ れ て あ、 タ ， 排 水 中 の 放 射 性 物 質 濃 度 の 測 定 結 果 も 法 令 K 定 め る
許 容 獲 度 を 十 分 下 ま わ っ て い る ζ と を 確 認 し て 会 り ま す 。
し か し 念 が ら ， 環 境 中 K 放 出 さ れ た 液 体 の 中 K は 極 微 量 な が ら 放 射 性物 質 が
含 ま れ て お・ タ ま す の で ， 長 い 年 月 の 間 K 排 水 路 の 底 士 等 K 蓄 積 し ， ま た ， 動植
物 K 移 行 し ， と れ が 今 回 検 出 さ れ た も の と 考 え ま す 。
(2) 実 験 所 周 辺 で 検 出 さ れ た 放 射 性 物 質 は ， き わ め て 微 量 で あ タ ， ま た ， 放 射 性
物 質 の 食 物 連 鎖 を 考 慮 し て 計 算 し た 一 般 公 衆 の 被曝 線 量 も 年 間 0. 4 ミ リ レ ム 程
度 で 法 令 K 基 づ く 許 容 被 曝 線 量 年 間 5 0 0 ミ リ レ ム は も と よ り ， 原 子 力 安 全委
員 会 が 採 用 し て い る 発 電 用 軽 水 型 原 子 炉 施 設 周 辺 K 対 す る 線 量 目 標 値， 年 間 5
ミ リ レ ム K 照 ら し て も 十 分 低 い も の で あ り ， 安 全 上 支 障 の な い も の と 判 断 し ま
す 。
念 b ， 科 学 技 術 庁 と し て は 今 後 環 境 監 視 を 充 実 す る と と ， 国 際 放 射 線 防 護 委
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員 会 （ I C R P ） が 勧 告 し て い る ” a s l o w  a s  r e a s o n a b l y  a c h i e v a b l  e ”  
( A L A RA ） の 精 神 K 従 が い 放 出 低 楓 化 へ の 努 力 を す る と と 等 K つ い て 実験 所 を
指 導 す る と と と し て な り ま す D
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放射性液 体廃棄 物 及 び放射性気体廃棄物 の
放 出 規制 に つい て
1979. 10. 15 
(1) 原子 炉 施 設 の 保 安 管 理 は ， 「 核原 料 物質 ， 核 燃 料 物質 及 び 原 子炉 の 規 制 K 関 ナ
る 法 律 J （ 以 下 「 原 子 炉 等 規 制 法 」 と い う 。 ） vc 基 づ く 規制 を 受 け て 実 施 す る と
と K な っ て む り ， 放射 性液 体 廃 棄物 及 び 放 射 性 気 体 廃 棄 物 の 環 境 へ の 放 出 K 当 た
っ て も 厳重 K 管 理 す る よ う 規 制 さ れ て シ タ ま す。
(2) 放 射 性 液 体 廃棄 物 K つ い て は ， 液 体 廃棄 物廃 棄 設 備 K シ い て ろ 過， 蒸 発 ， イ オ ン
交換樹 脂 等 K よ る 吸 着 ， 放 射 性物 質 の 時 間 K よ る 誠 衰 ， そ の 他 の 方 法 K よ っ て 排
水 中 K な け る 放 射 性 物 質 の 捜 度 を で き る だ け 低下 さ せ る よ う K 処理 す る と と K な
っ て j;� .！？ ， 処理 し た 液 体 を 放 出 す る K 当 っ て は ， 周 辺 監 視 区 域 （ 人 の 住 居 を 禁 止 し ，
か つ ， 業務 上 立 入 る 者 以外 の 者 の 立 ち 入 タ を 制 限 す る 区 域 ） の 境 界 外 vc i>＇ け る 水
中 の 放射 性 物 質 捜 度 が 科 学 技 術 庁 長 官 の 定 め る 許 容捜 度 を 超 え 念 い よ う K 管 理 し
念 け れ ば 念 ら な い と と Vて な っ て i>' .！？ ま す 。
(3) 放 射性 気 体 廃 棄 物 K つ い て は ， 気 体 廃 棄物 廃棄 施設 K シ い て ろ 過， 放 射 性 物 質
の 時 間 K よ る 誠 衰 ， そ の 他 の 方 法 K よ っ て 排 気 中 vc i>＇ け る 放 射 性 物 質 濃 度 を で き
る だ け 低下 さ ぜ る よ う K 処 理 し， 処理 し た 気 体 を 排 気 す る K 当 た っ て は ， 周 辺 監
視 区 域 外 の 空 気 中 の 放 射 性 物 質 濃 度 が 科学 技 術 庁 長 官 の 定 め る 許 容 濃 度 を 超 え な
い よ う K 管理 す る と と K な っ て な タ ま す 。
(4) 周 辺 監 視 区 域 外 の 水 中 ま た は 空 気 中 の 許 容 温 度 比 多 数 の放 射性物質 K つ い て 定
め ら れ て 会 り ま す が ， コ バ ル ト 6 0 の 場 合 ， 水 中 の 許容 樺 度 と し て 3 × 1 0- 5 
µ C i / " , 空 気 中 の 許容 濃 度 と し て 3 × 1 0- io  µ C i / " ,  セ シ ウ ム ー 1 3 7 
の 場 合 ， 水 中 の 許容 温 度 と し て 2 × 1 0 - 5 µ C i ／ ＂ ， 空 気 中 の 許 容 漫 度 と し て
5 × 1  0-io µ C i / "  が そ れ ぞ れ 定 め ら れ て が り ま す 。
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(5) 原 子炉 施 設 の 周 辺 監 視 区 域 外 の 一 般 公 衆 の 許 容 被曝 線 量 K つ い て は， 原 子炉 等 規
制 法 K 基 づ き 1 年 間 K つ い て 5 0 0 ミ リ レ ム を 超 え な い と と と さ れ て 念 タ ま す 。
と れ は ， I C  R P の 勧 告 K 基 づ い て 定 め ら れ た も の で あ り ま す が ， 我 が 国 ば か
り で な く 世 界 各 国 VC ii- い て も 広 く 採 用 さ れ て い る 数 値 で あ タ ま す。
前 述 し た 周 辺 監 視 区 域外 の 水 中 ま た は 空気 中 の 許 容謹 度 は ， 一 般 公 衆 が 許 容 濃
度 の 水 を 毎 日 2. 2 .£ ,  1 年関 連 続 し て 飲 用 し た 場 合 ， 又 は ， 一 般 公 衆 が 許 容 潰 度
の 空 気 を 毎 日 2 x 1 0 7 Li ,  1 年 関 連 続 し て 呼 吸 し た 場 合 ， そ れ ぞ れ 年 間 の 許 容
被 曝 線 量 K 相 当 す る 濃 度 と し て 定 め ら れ て シ タ ま す 。
(6) I C R P は ， 前 述 し た 許 容 被曝 線 量 の 勧 告 と 同 時 K ζ の 線 量 を 超 え さ え し 念 け
れ ば よ い と い う の で は な し 「 す べ て の 被曝 は ， 経 済 的 及 び 社 会 的 な 要 因 を 考 慮
K 入 れ 念 が ら ， 合 理 的 K 達 成 で き る 限 タ 低 〈 保 た 左 け れ ば な ら 念 い 」 と す る ， い
わ ゆ る ” a s 1 ow a s  r e  a s  o n  a b  1 y a c h i  e v a b  1 e ” （ A L A R A ) の 考 え 方 を
勧 告 し て お‘ り ま す 。
1026 
原 子 力 安 全 委 員 会 VC $� い て は ， I C R P の 考 え 方 K 沿 い ， 発 電 用 軽水 型 原 子 施
設 周 辺 の 一 般 公 衆 K つ い て は ， 1 年間 K っ き 全 身 K 対 し て 5 ミ リ レ ム ， 甲 状腺 K
対 し て 1 5 ミ リ レ ム の 線量 目 標 値 が 定 め ら れ て b タ ， 発 電 用 軽 水 型原 子炉 施 設 k
b い て は ， と れ を 超 え 左 い よ う K 放 射 性 液 体 廃 棄 物 及 び 放 射 性 気 体 廃 棄 物 の 放 出
管 理 が 実 施 さ れ て b り ま す 。 試 験 研究 用 原 子炉 施 設 VC l>· い て も ， 原 子 力 安 全 委 員
会 の 考 え 方 K 基 づ き ， 同 様 の 放 出 管理 が 実 施 さ れ る よ う 指 導 し て い る と と ろ で あ
り ま す。
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資料3
原子炉施設及び そ の 周 辺住民の 安全確保 に 関 す る 協定書
（協定 昭 和 問 即 日 ＼ 
改定 昭 和53年 2 月15 日， 昭 和5 4年 1 月1 6 日／
熊取町（以下 「 甲 」 と し、う。） と 京都大学原子炉実験所（以下「乙」 と し、う。） は， 双方の協力に
より， 長年 にわたり原子炉施設に関連 し て住民の安全 と 健康の確保に努力 し て来たが， 今後におい
ても長くこの状態 を維持するため， 乙は， 原子炉はも と よりその周辺住民の原子炉施設に係わる安
全確保に責任を持ち， そのためで、きる限りの努力を払うこ と を確認 し ， 次の と おり協定する。
（関係諸法令の遵守等）
第 1 条 乙は， 原子炉施設の建設及び運転等にあたっては， 関係諸法令を遵守する と と もに， 原子
炉施設に起因する環境放射線及び放射能 （以下単に 「環境放射線」 と いう。） の防護 と 原子力安
全の確保について万全の措置を講ずるもの と する。
2 甲 及び乙は， 前文に盛られた精神に照ら し ， この協定書に定められた事項を誠実に履行するも
の と する。
（放射線防護 と 原子力安全の確保に関する計画）
第2 条 乙は， 甲 と 協議のうえ， 環 境放射線の防護 と 周辺住民の原子力安全の確保に関する計画を
定めて， 甲 に提出するもの と する。
2 乙は， 前項の計画を適切に実施 し， 細心の注意 と 最高の技術をもって放射線管理を行うもの と
する。
（環境放射線のモニタリング）
第3 条 乙は， 原子炉施設周辺住民の原子力安全を確保するため， その負担において， 原子炉施設
周辺の環境放射線のモニタリング（以下「モニタリング」 と し、う。） を実施するもの と する。
2 前項のモニタリングの実施に関 しては， 乙はその項目， 場所， 方法及び時期について， 甲 と 協
議するもの と する。
（モニタリング結果の報告）
第 4 条 乙は， 前条のモニタリングを実施 した と きは， その結果に関する報告書を作成 し， 別に定
める期日までtこ， 甲に提 出するもの と する。
2 甲 は， 前項の結果を公表できるもの と する。
（原子炉の設置， 変更に関する協議）
第5 条 乙は， 核原料物質， 核燃料物質及び原子炉の規制に関する法律（昭 和32年 法律第16 6号）
第23 条第 1 項， 又は第2 6 条第 1 項の規定に よ り原子炉施設の設置又は変更の承認を受けよう と す
- 1 ー 1027 
号 外 京 大 広 報
るときは， 事前に甲と協議するものとする。
ただ し， 軽微なものについては， こ の限りでない。
（災害発生時等の措置）
第 6 条 乙は， 試験研究の用に供する原子炉の設置， 運転等に関する規則 （昭 和3 2年 総理府令第83
号） 第1 7条に規定する措置をとったとき， 又は同規則第21 条第 2 項に規定する事態が発生 したと
きは， その状況を直ちに甲 に通知するものとする。
2 乙は， 前項のいずれの場合においても， 事態の状況， これに対する措置及び対策を， 事態発生
後10 日 以内に， 文書で甲に報告するものとする。
（その他の報告及び立入調査）
第 7 条 甲が乙に対 して， 第 4 条及び前条に規定するもののほか， 必要に応 じて放射線に関する安
全確保について報告を求めた場合には， 乙は， 報告を行うものとする。




第8条 乙は， その事業活動によって生 じるおそれのある大気の汚染， 水質の汚濁等の公害を防止
するため必要な措置を講ずるものとする。
2 乙は， 前項に定めるもののほか， 排気及び排水中の放射性物質総量の低減を心掛けるものとす
る。
（協議不調の場合のあっせん）
第9 条 この協定により， 甲 乙間で協議すべき事項について協議が整わないときは， 甲及び乙は，
大阪府原子炉問題審議会にあっせんを依頼 し， 解決を図るものとする。
（その他）
第1 0条 この協定に定める事項を変更 し， 若しくはこの協定に定めのない事項について定めよ う と
するとき， 又は こ の協定に関し疑義を生じた と きは， 甲と乙が協議するもの と する。
1028 
この協定を証するため， 本書 2 通を作成し， 甲 乙が記名 押 印のうえ， 各1 通を保有する。
昭 和5 2年 1 1 月1 日
甲 大阪府泉南郡熊取町
町 長 道 明 栄 一 印
乙 京都大学原子炉実験所
所 長 柴 田 俊 一 印
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